
全教室で1人1台のスマートデバイスを活用した
ICT授業に対応。研究機関無線LAN「eduroam」
を小学校で国内初導入
大阪教育大学附属平野小学校 様    
国立大学法人 大阪教育大学附属平野小学校（以下平野小
学校）では、2016年10月に35台の無線LANアクセスポイント
「WAPM-1750D」を導入。既存の無線LAN設備を入れ替え、
全教室で1人1台のスマートデバイスを活用したICT授業を実
施できる環境を整えました。また、教育研究機関を対象とし
た国際無線LANローミング基盤「eduroam」に日本の小学校
で初めて対応。導入後の授業研究発表会では、各教科でス
マートデバイスを活用した公開授業を実施。通常授業にお
いてもスマートデバイスを積極的に活用し、教育課程・指導
方法の開発を進めています。

国立大学法人大阪教育大学　情報処理セン
ター助教 尾崎拓郎氏（左、以下尾崎助教）、附
属平野小学校長/社会科教育講座教授 峯明
秀氏（中央、以下峯学校長）、同副校長 丸野亨
氏（右、以下丸野副校長）
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1人1台のスマートデバイスを使った
授業で予期しなかった問題が発生
　平野小学校では、早くからICT社会に対応でき
る人材育成に力を入れてきました。児童に1人1
台、計35台のデバイスを使って研究授業を実施し
ましたが、問題が発生。クラス全員が同時に動画を
再生したところ、通信が不安定になり、動画が再生
できなかったり、止まってしまうなどの症状が現れ
たのです。スムーズな授業が行えず、研究授業を
中断。事態を重く見た峯学校長は、すぐに校内ネッ
トワークの見直しを検討することにしました。

来校する教育関係者に配慮し、
「eduroam」への対応を検討
　大阪教育大学の教授でもある峯学校長は、大学
のネットワークを管理する情報処理センターの尾
崎助教に、ネットワーク見直し計画の立案を依頼。
平野小学校のWi-Fi環境を確認した尾崎助教は、
　「アクセスポイントの台数を増やし、1台にかか
る負荷を軽減できれば、通信が安定するはずだと
考えたんです。しかし、配線工事の手間と費用を考
えると、アクセスポイントをより高性能なものに入
れ替え、既存の配線をそのまま使った方が有利だ
という結論に達しました。」
　アクセスポイントの追加ではなく、入れ替えを選
択した理由はもう一つあります。峯学校長は、尾崎
助教とともに計画を進める過程で、大阪教育大学も
参加する教育機関を対象とした国際無線LANロー
ミング基盤「eduroam」を、平野小学校にも導入す
べきだと考えるようになりました。従来のアクセスポ
イントは「eduroam」に対応していなかったため、対
応機器への入れ替えが、必須条件となりました。

40台の同時接続もストレスなくつながる
「WAPM-1750D」の採用が決定
　以前に教育IT関連の展示会でバッファローブー
スを訪れ「WAPM-1750D」に大きな関心を持って

いました。40台のスマートデバイスで同時にストレ
スなく動画再生ができる「公平通信制御機能」は、ま
さに求めていた多台数同時接続に欠かせない機能
です。しかし確認すると、当初は授業で使うWi-Fiと
「eduroam」の併用ができないことがわかりました。
　「『eduroam』を使うためには、授業で使うSSID
の他に『eduroam』認証用のRADIUSサーバーに
接続設定されたSSIDが必要です。他社製品も調べ
てみたんですが、どれもコストが高くどうしたものか
と考えあぐねていました」
　そんな時にバッファローから、「WAPM-1750D」の
アップデートで複数のRADIUSサーバーを指定可
能になったことを知り、すぐに動作検証用の製品を
手配。研究室で数日間の検証を実施した結果、問題
なく導入できることがわかり、採用が決まりました。
　古いアクセスポイントの撤去と「WAPM-1750D」
の設置は職員が対応。尾崎助教が研究室で35台の

設定を行った上で平野小学校に送り、設置の指示
と動作チェックを行いました。複数のRADIUSサー
バーを指定可能になったことで、授業用・eduroam
用、大阪教育大学のネットワーク用のWi-Fiネットワ
ークを設定。また災害時の被災者向けにゲストポー
トの開放も可能になりました。
　こうして導入コストを抑えながら、全教室に多台
数同時接続可能なWi-Fi環境を構築し、最新のICT
教育を実施する準備が整いました。

教員が授業に集中できる環境に
　「WAPM-1750D」の導入により、平野小学校で
は1人1台のスマートデバイスを活用した研究授
業を再開。通常の授業においても、これまでのよう
にWi-Fiに負荷をかけないように気遣う必要がなく
なり、心おきなくWi-Fiを使った授業を行えるよう
になったと、丸野副校長は語ってくれました。

ピックアップ導入事例

マルチSSID対応で、授業用・eduroam用、大阪
教育大学のネットワーク用のSSIDを設定。また災
害時の被災者向けにゲストポートを開放すること
も可能になりました。

教育実習のために来校した大学生が、大学のサー
バーにアクセスし、大学の情報を確認したり、作成
済みの授業計画や資料などを利用できるようにな
りました。また一般の訪問者や災害時の被災者向
けにゲストポートを開放することも可能になりまし
た。ストポートを開放することも可能になりました。
をして返却したりと非常に便利なツールです。動
画再生ほど重くはありませんが、以前のWi-Fi環境
では遅延が起きることもあり、できるだけ負荷をか
けないように工夫していました。今回のリニューア
ルでその必要がなくなり、教員が授業に集中でき
るようになりました。」
　「ロイロノート」の他にも、教員の質問に児童が
スマートデバイスで回答したり、アンケートをとっ
たりすることができる「Pingpong」など、様々なア
プリを活用した授業が行われています。

Wi-Fi環境の整備は、BYOD社会に対応していくた
めの第一歩
＜本文13行＞
マルチSSID対応化により、授業用・eduroam用の
SSIDとは別に、大阪教育大学のネットワークに接
続するためのSSIDを設定。教育実習のために来校
した大学生が、大学のサーバーにアクセスし、大学
の情報を確認したり、作成済みの授業計画や資料
などを利用できるようになりました。また一般の訪
問者や災害時の被災者向けにゲストポートを開放
することも可能になりました。
多台数同時接続だけでなく、様々な機能を持たせ
たWi-Fi環境の意義について、峯学校長は次のよう
に語ってくれました。

「今後は1人1台のスマートデバイスを使った授業
が当たり前になっていくと思います。ただし、必要
な数のデバイスを購入しても、数年で旧モデルに
なってしまうため、学校が常に最新機器を揃える
のは困難です。それは会社でも同じだと思います。
これからは自分が持っているスマートデバイスを
学校や会社、店舗、公共施設など、行った先の
Wi-Fi」につないで活用する時代、いわゆるBYDO
社会がやってくると考えています。今回のWi-FIリ
ニューアルは、ICT教育を実施するためのインフラ
整備であるとともに、当校がBYOD社会に対応し
ていくための第一歩だと考えています。」
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